
労働環境改善

節電

検証 １ 検証 ２

遮熱シート

暑さの原因である輻射熱を 最大97% ブロック

室内温度が上昇する原因は主に
太陽と機械から放射される輻射熱です。
その輻射熱を遮熱シートでブロックする
ことにより室内温度の上昇を軽減します。

工場・倉庫内の暑いを軽減

断熱材とはまったく違う！！

ファンヒーターやドラ
イヤー、エアコンのよ
うに、空気（液体）に
乗って移動する熱。

物と物が密着すること
によって移動する熱。

物体が放射する熱。

しかし、⼀般的な断熱材では輻射熱を防ぐことができない。
・断熱材は輻射熱を反射（遮断）するのではなく、熱の伝わりを遅らせるだけで、熱は時間をかけてゆっくりと室内に入り、更に蓄熱効果で

その熱を保持してしまいます。
・遮熱シートは輻射熱を反射（遮断）するため、そもそも建物内に熱を入れません。夏は涼しく、冬は外部に熱を放出しないので保温効果で

暖かく過ごしやすくなります。
また、建物内の温度を上げない( 熱の侵入を遮断する) 事により、エアコンなどの空調設備の稼働が１０台⇒３台稼働になり、ランニング
コストが劇的に下がった事例もあります。夏場は工場内熱中症対策にもなり、労働環境の改善にも繋がります。

熱移動の３つの原理《対流熱・伝導熱・輻射熱（放射熱）》

建物内の熱移動の⼤半は輻射熱、その輻射熱をいかに抑えるかが最も重要です。

暑さ対策効果
輻射熱を建物に入れないことで、
内部の温度上昇を抑制。

空調設備削減効果
外部からの熱の影響を受けにくく
なり、エアコン稼働率を大幅削減。

※設備の性能によって異なります。

機械設備の熱放射を抑えることに
より、内部の熱効率ＵＰ。

環境改善効果

省エネ効果

従業員の働きやすい環境にするこ
とで、生産性が向上。 ※その他の計測結果についてはお問い合わせください。

同構造の倉庫２階にて、遮熱シートの未施工・施工で分け、それぞれの地上
約１.５ｍの箇所に温度計を設置、12時〜13時の間で日中の温度推移を計測。
結果、マイナス１０℃ の温度差を実現。



施工事例

【 Case 1 】

場所：宮崎県

面積：屋根 + 壁（ 481㎡ + 55㎡ ）

屋根材：スレート・折板屋根

要望：室内温度の上昇を抑えたい

【 Case 2 】

場所：福岡県

面積：屋根（ 1650㎡ ）

屋根材：折板屋根

要望：倉庫内温度の上昇を抑えたい

【 Case 3 】

場所：福岡県

面積：約60㎡

機械：溶解炉

要望：機械設備からの放熱を抑えたい

【 Case 4 】

場所：福岡県

面積：約8㎡

機械：プレス機

要望：機械設備からの放熱を抑えたい

【お問合せ】

B-FGCR B-FGCM B-FFPD

下記の商品を購入してお客様自身で施工することも可能です。

商品や施工などに関してご不明点がございましたらご相談ください。

（離島除く）

公式HP

施工後
マイナス 77.1℃

施工後
マイナス 32℃

施工後
マイナス 16.1℃

施工後
マイナス 84.1℃

品 番 JANコード サイズ 用 途 耐熱温度

B-FGCR 4903599085754 0.20t×1m巾×50m 屋根下, 天井裏, 壁, 屋外 約-70〜90℃

B-FGCM 4903599085761 0.18t×1m巾×50m 機械設備, ダクト 約-60〜220℃

B-FFPD 4903599085778 0.50t×1m巾×50m 屋根下, 天井裏, 壁, 冷凍庫 約-70〜90℃


